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阻竺虞

3月6日中野幼稚園の園児33人が今年も保健センター後の河辺川で流しびな

を行いました。

これは8年前から復活した伝統行事で、ワラ船に菜の花やひな人形を乗せて

流すものです。
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二
月
二
十

一
日

「実
践
•
新
し
い

町
創
造
」
を
テ
ー

マ
に
第
四
回
風
お

こ
し
大
会
が
、
肱

川
町
公
民
館
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
永
田
助

役
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
大
野
町
長

が
新
し
い
町
創
造

計
画
に
つ

い
て
、

世
の
中
の
変
化
に

遅
れ
ま
い
と
い
う

だ
け
で
は
不
安
が

あ
り
ま
す
。
自
分

た
ち
の
町
を
自
分

た
ち
で
作
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
を

基
本
に
、
町
の
資

源
を
活
か
す
と
と

も
に
、
平
地
を
作

り
個
性
の
あ
る
町

に
、
そ
し
て
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
し
て
、
新
し
い

町
づ
く
り
に
取
り

組
み
た
い
と
述
べ

ま
し
た
。

次
に
具
体
的
に

は
、
平
成
四
年
度

か
ら
ど
ん
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
風
の
博

物
館
整
備
計
画
と

関
連
事
業
に
つ
い

新しい町創造計画について述べる大野町長

て
、
町
の
職
員
が
風
の
博
物
館
構
想

に
至
る
経
過
や
博
物
館
の
機
能
と
役

割
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
事
業
、

地
域
個
性
形
成
事
業
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
肱
川
宝
探
し
大
会
の

結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

昨
年
の
十

二
月
十

一
日
に
九
州
大
学

の
学
生
と
地
域
の
方
が
五
班
に
分
か

れ
て
町
内
を
廻
り
、
地
域
の
宝
を
探

し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
開
発
ま
た
は

利
用
し
て
い
く
と
よ
い
か
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
地
元
に
い
る
と
考
え
も
つ
か
な

い
よ
う
な
発
想
や
ア
イ
デ
ア
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な
っ

た
ギ
ャ
ビ
ソ
・
バ
ソ
ト
ッ
ク
さ
ん
が

肱
川
町
と
龍
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
ら
れ
、
風
の
博
物
館
に

何
ら
か
の
形
で
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
と
発
表
さ
れ
、
会
場
は

一
段
と
な

ご
や
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ソ
に
は
、
肱
中
ブ

ラ
ス
バ
ソ
ド
部
に
よ
る
「
風
の
歌
」
の

演
奏
や
浜
田
洋
一
氏
が
「
風
に
題
す
」

と
い
う
吟
詠
を
を
披
露
し
ま
し
た
。

最
後
に
表
彰
に
移
り
、
宝
さ
が
し

大
会
の
全
チ
ー
ム
に
各
賞
を
、
小
馬

の
命
名
優
秀
賞
に
は
道
産
子
に
「
肱

太
郎
」
と
名
付
け
た
岩
谷
小

二
年
の

松
田
龍
法
君
と
ポ

ニ
ー
に
「さ
く
ら
」

と
名
付
け
た
岩
谷
小
五
年
の
寺
岡
貴

志
君
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
後
は
立
食
パ

ー
テ
ィ
が
行
わ

公
園
の
ほ
ぼ
中
央
に
こ
の
ほ
ど
立

派
な
休
憩
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
水
力
発
電
施
設
周
辺

地
域
交
付
金
事
業
の
採
択
を
受
け
、

昨
年
の
十

一
月
二
十
三
日
か
ら
建
設

工
事
に
着
手
。
そ
し
て
こ
の
ほ
ど
、

木
造
平
屋
建
コ
ロ
ニ
ア
ル
葺
、
床
面

積
八
十
一
平
方
メ
ー

ト
ル
の
休
憩
所

が
完
成
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
五
百

二
十
五
万
三
千

円
で
す
。
な
お
建
物
中
央
の
大
き
な

丸
柱
は
地
域
か
ら
寄
附
さ
れ
た
も
の

で
す
。

公
園
の
管
理
は
、
白
寿
会
の
皆
さ

ん
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
は

雨
宿
り
す
る
と
こ
ろ
や
道
具
な
ど
を

保
管
す
る
場
所
が
な
く
苦
慮
さ
れ
て
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111

て
の
美
し
い
自
然
の
あ
る
村
の
風
景）

猿
が
滝
に
立
派
な
休
憩
所
完
成

い
で
あ
っ

111

映
像
の
迫
力
は
こ
わ
い
く
ら

い
ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
の
施
設
を
血
た
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
、
農
山
村
の

利
用
し
、
よ
り

一
層
の
公
園
の
管
理
111

『
私
は
こ
ん
な
夢
を
見
ま
し
た
』
を

に
努
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

111

考
え
た
。
田
畑
が
消
え
、
人
が
消
え
、

ー

月

｀

i

ヽ

皿
飽
食
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
乱
費
し、

戸
羞

i

汚
染
し
、
ジ
ャ
ク
ジ
の
化
物
、
変
異

叫
â
，

i

{

、
4

所

＂
動
植
物
の
出
現
。
私
の
第
八
話
は
鼓

Fにi
/ij一『士

111

腹
撃
壊
（
美
し
い
村
、
人
そ
れ
ぞ
れ

.～
憩

＂

処
を
得
て
す
る
生
活
、
理
想
の
政
治
）
、

i
,↑
・
パ

1

こ

こ

新

し
い
町
創
造
。
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◎
愛
媛
県
知
事
表
彰

0

功
労
章

第
三
分

団

分

団

長

岩

田

忠

義

⑲
 

C} 認

毎
年
恒
例
の
肱
川
町
消
防
出
初
式

が
今
年
も

二
月
十

一
日
、
午
前
九
時

か
ら
肱
川
中
学
校
で
団
長
以
下
百
七

十
五
人
が
出
動
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
最
良
の
コ

ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
の
も
と
で
、
部
隊
訓

練
、
は
し
ご
操
法
、
ポ
ソ
プ
操
法
な

ど
の
日
頃
の
訓
練

の
成
果
が
披
露
さ
醐
蹄

れ
、
き
び
ぎ
び
し

た

訓

練

に

来

賓

か

血

皿を

ら
拍
手
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、

三

練

式

初

ー

十
四
人
の
団
員
に

出
,＇ 

消

防

活

動

の

功

績

司

口

と

永

年

勤

続

に

対

七

」

防

し

て

表

彰

状

が

授

当

E

与

さ

れ

た

後

、

愛

し

年と

4

＂
媛
県
知
事
を
始
め

成

県
議
、
県
消
防
協

平

会

長

、

大

洲

喜

多

び

き

消
防
団
連
合
会
長

大
洲
警
察
署
長
、

町
議
会
議
長
な
ど
．

O

来
賓
か
ら
の
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

キ

U

式
典
終
了
後
は
、

中
学
校
前
の
河
原
で
、

一
斉
放
水
を

行
い
出
初
式
を
し
め
く
く
り
ま
し
た。

な
お
表
彰
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん

は
次
の
方
々
で
す
。

◎
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

0

功
績
章

第
五
分
団
副
分
団
長
浅
野
卓
磨

0

勤
続
章
（
十
五
年
以
上
）

第

四

分

団

班

長

谷

本

孝

治

第
三
分
団
班
長

源
田
政
幸

第

四

分

団

班

長

玉

井

邦

光

0

勤
続
章
(
+
年
以
上
）

第

一
分
団
班
長

II 

第
三
分
団
班
長

第
四
分
団
班
長

第
五
分
団
団
員

◎
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

0

勤
続
章

第
一
分
団
班
長

第

一
分
団
団
員

II 

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

註駄

はし ご操 法 の 披 露

二
宮
秀
一

成

登

寛

亀
井
和
夫

冨
永
好
勝

山
口
吉
浩

井
上
孝
幸

宮
本
賢
次

冨
永
秋
雄

北
川
敬
恒

畦
崎
和
男

” II 

第
五
分
団
団
員

II II 

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

II ” 

◎
肱
川
町
長
表
彰

第
一
分
団
団
員

II ”
 

第
五
分
団
団
員

II 

第
三
分
団
団
員

II 

第
四
分
団
団
員

”
 

池
田
道
雄

出
水
清
志

沖
野
幸
三

松
本
芳
典

和
氣

敏

岩

田

靖

上
田
喜
則

椿
野
利
光

思
田
孝
幸

山
下
雅
英

石
田
保
幸

三
瀕
哲
也

徳
丸
寿
晴

高
田
栄
治

山
田
正
和

永
田
喜
洋

上
田
公
生

岡
山
俊
司

井
脇
俊
久 中学校前の河原で一斉放水

事業 主 のみなさんへ

労働保険料（労災保険 ・麗用保険）の申告 ・納付

はお済みですか。

平成 4年度の年度更新は、 5月15日までです。

手続ぎは、お忘れのないようお早めに、確実に。

申告 ・納付のお問い合わせは、愛媛県労働基準

局労災補償課(0899-25-2101)愛媛県雇用保険課

(0899-41-2111)または最寄 りの労働基準監督署

まで。

昨
年
十
月
三
十

一
日
に
死
去
さ
れ

た
西
宮
賓
氏
（
五
十
八
歳
）
が
、

多
年

に
わ
た
り
地
方
自
治
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
十
月
三
十

一
日
付
で
勲

六
等
瑞
宝
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し

た
。
伝
達
式
が
三
月
十
三
日
に
県
庁

故 賓氏

今
回
松
本
農
園
（
松
本
花
子
さ
ん
）

の
ご
好
意
に
よ
り
土
地
（
丸
山
公
園

横
）
を
貸
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
こ
に
「
花
の
町
」
の

一
環
と
し
て

水
仙
を
植
え
る
こ
と
に
な
り
準
備
中

で
す
が
、
球
根
が
不
足
し
て
い
ま
す

の
で
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0

数
量
は
い
く
ら
で
も
結
構
で
す
。

〇
提
供
い
た
だ
く
よ
う
で
し
た
ら
地

区
を
決
め
て
後
日
係
が
伺
い
ま
す

の
で
役
場
産
業
課
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

水
仙
の
球
根
提
供

依
頼
に
つ
い
て

で
行
わ
れ
、
式
で
は
夫
人
の
西
宮
厚

子
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

西
宮
氏
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

肱
川
町
議
会
議
員
に
当
選
以
来
昭
和

五
十
八
年
四
月
ま
で
の
間
、

三
期
十

二
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
こ

の
間
に
文
教
厚
生
委
員
会
・
総
務
委

員
会
の
委
員
長
等
の
要
職
に
つ
か
れ

地
域
の
産
業
の
振
興
や
教
育
の
向
上

庁
舎
建
設
等
に
尽
力
し
、
高
邁
な
る

政
治
信
念
を
も
っ
て
肱
川
町
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
叙
勲
を
お
喜
び
申
し

上
げ
、
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

故

西

宮

賓

氏

勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
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肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
平
成
四

年
三
月
二
十
九
日
か
ら
四
月
二
十
九

日
ま
で
の

一
ヶ
月
間
を
鹿
野
川
し

ゃ

く
な
げ
ま
つ
り
期
間
と
定
め
、
丸
山

公
園
、
鹿
野
川
園
地
、
鹿
鳴
園
で
多

彩
な
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

各
種
行
事
の
日
程
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
、
ご
来

園
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

〈
参
加
者
募
集
〉

三
月
二
十
九
日
、
開
幕
式
で
は
、

オ
ー
プ
ニ
ソ
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て

も
ち
ま
き
や
風
船
を
あ
げ
ま
す
。
ま

た
、
同
日
は
、
親
子
で
語
ら
う
写
生

大
会
と
し
、
作
品
は
、
全
て
、
期
間

中
肱
川
町
民
俗
資
料
館
と
鹿
鳴
園
に

て
展
示
、
優
秀
作
品
に
は
、
各
賞
・

賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
四
月
二

十
六
日
は
、
春
を
歩
こ
う
の
び
の
び

ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
行
事
の
詳
細
、
ご
参
加
に

つ
い
て
は
、
左
の
連
絡
先
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

肱
川
町
役
場
・
産
業
課
商
工
観
光
係

電
話
三
四
・

ニ
三
―
―

◎
桜鹿

野
川
園
地
・
鹿
野
川
湖
畔

約
三
、

0
0
0本

三
月
二
十
九
日
ー
四
月
五
日

花

だ

よ

り

平成4年鹿野川しゃくなげまつり日程表

行 事 名 日 時 場 所 内 合ゲ 時 間

神 事 10 : 00~ 

句碑除幕式 10. 20~ 
開 幕 式 3月 29日 鹿野川ダム（右岸）広場 もちまき 11: 00~11. 15 

風 船 11 : 20~ 

写生大会 12 : 00~ 

俳 句 大 会 4月 5 日 肱川町公民館 肱川町俳句大会 10: 00~16: 00 

テ ニ ス 大会 4 月 12日 鹿嶋園テニスコー ト
しゃくな会げまつり杯

9: 00~ テニス大

凡人未来塾市 4月 12日 丸山公園駐車場 10: 00~15: 30 

特別町民のつどい 4月 19日 岳 山 山菜ツアー 10 00~15: 00 

春 を歩こう
4月 26日

鹿鳴園～猿が滝
9:00~1s:oo 

のびのびウォーク 公園～鹿鳴園

えびねラソ 4月 25日
丸山公園駐車場 9:00~16:00 

展示即売会 ~ 26日

JII 柳 大 人云 4月 29日 肱川町公民館
つりはし川柳会

10: 00~ 
投句締切11: 50 

◎
し
ゃ
く
な
げ

丸

山

公

園

約

三
、

0
0
0本

四
月
十
二
日
ー
四
月
二
十
二
日

◎
エ
ビ
ネ
ラ
ン

丸
山
公
園
約
一
五
、

0
0
0本

四
月
十
三
日
ー
四
月
二
十
三
日

◎
ッ
ツ
ジ

丸
山
公
園
約
四
、

0
0
0本

四
月
二
十
日

i
三
十
日

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月

一
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
所
有
者
に
な
っ
た
人
、
所

有
者
で
な
く
な
っ
た
人
な
ど
は
、
早

め
に
手
続
ぎ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
（
総
排
気
量
が

百
二
十
五

c
c以
下
）
と
小
型
特
殊
自

動
車
に
つ
い
て
は
役
場
税
務
課
へ
、

そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て

は
、
軽
自
動
車
協
会
又
は
陸

9
．
運
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

I
 

J
 

〈
原
付
を
他
人
に

“.,＂ 

譲
っ
た
場
合
〉

め早

役

場

で

名

義

変

更

の

手

続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

ぉは
出
が
な
い
と
、
あ
な
た
に
課

き

税

さ

れ

ま

す

。

続

〈

原

付

の

車

体

を

手

変

更

し

た

場

合

〉

の

役

場

で

車

体

変

更

の

手

続

等
ぎ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

更
出
が
な
い
と
、
自
賠
責
保
険

変
の
変
更
が
で
ぎ
ま
せ
ん
。

・

盆

喜

が

死

亡

、

ナ

ン

バ

ー

車
プ
レ
ー
ト
や
車
体
を
紛
失
し

廃

た

場

合

〉
事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き

る
よ
う
に
し
て
、
印
鑑
を
持

参
の
う
え
役
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

所
有
者
が
死
亡
し
た
時
は
、
身
内
の

人
に
名
義
変
更
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

〈
転
入
、
転
出
さ
れ
た
場
合
〉

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ソ
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
役
場
へ
返
却
し
、
新
住
所
地
で

新
た
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

福
田

下
鹿
野
川

表

彰

畠

転
入
の
場
合
は
、
肱
川
町
の
ナ
ソ

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
ぎ

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
〉

ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を
出
し

そ
の
後
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
に
対
す
る
減
免
制
度
も
あ

り
ま
す
。

．
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

哲
秋
氏
（
七
十
二
歳）

平
成
四
年
二
月
二
十

一
日
、
愛
媛

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
長
よ
り
、

永
年
勤
続
を
讃
え
特
別
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。な

お
福
田
氏
は
昭
和
五
十

一
年
九

月
就
任
以
来
四
期
十
五
年
五
月
勤
続

さ
れ
、
来
る
四
月
か
ら
は
喜
多
郡
町

村
監
査
委
員
協
議
会
長
に
就
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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① 四

20歳からの国民年金加入の手続きはお済みですか

日
本
に
住
ん
で
い
る

ニ

十
歳
以
上
六
十
歳
未
渦
の

人
は
、
す
べ
て
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
職
業
な
ど
に

よ
り
三
種
類
の
被
保
険
者

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

＊
第
一
号
被
保
険
者

学
生
、
農
林
漁
業
従
事

者
及
び
自
営
業
の
人

＊
第
二
号
被
保
険
者

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
、

O
L
、

公
務
員
等
会
社
等
で
勤

め
て
い
る
人

＊
第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

こ
の
う
ち
第

一
号
被
保

険
者
と
第
三
号
被
保
険
者

は
、
本
人
が
加
入
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。国

民
年
金
へ
の
加
入
の

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
や

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

場
合
に
、
老
齢
基
礎
年
金

は
も
ち
ろ
ん
、
障
害
者
と

な
っ
た
と
き
や
亡
く
な
っ

た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

年
金
は
自
分
の
た
め
だ

け
で
な
く
家
族
の
た
め
に

も
重
要
で
す
。

国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
は
、
住
民
票
を
登
録
し

て
い
る
市
町
村
の
国
民
年
金
の
窓
ロ

で
行
い
ま
す
が
、
学
生
の
方
で
親
か

ら
離
れ
て
下
宿
し
て
い
る
方
は
、
家

族
の
方
に
連
絡
し
て
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

問

間

6
時

時要所

就

六

牒

小
粘

弔
日

I
J〗
-
と
ご
攀書
只
〗
[
]

通の物食

．
 

0.3-60秒

長 さ 時 間

約
22-25cm 

約20cm

約30cm

5 - 6 m 

約
7.22-8. 75 

m 

6-: 7秒
（水は

0.5-1.5秒）

4 -5 
時間

9 -16 
時間

約16-27
時閏

◎
◎
⑯
④
◎
R
⑭
⑯
 

食
べ
物
が
、
食
道
↓
胃
↓
小
腸
↓

大
腸
を
通
っ
て
消
化
吸
収
さ
れ
、
大

便
と
し
て
排
泄
さ
れ
る
ま
で
に
、
普

通
で

二
十
四
時
間
く
ら
い
か
か
り
ま

す。
の
み
込
ん
だ
食
べ
物
は
、
六

i
七

秒
で
食
道
を
通
り
抜
け
、
胃
に
入
っ

て
胃
液
と
混
ぜ
合
わ
さ
れ
て
少
し
ず

つ
小
腸
に
送
り
込
ま
れ
て
、
小
腸
で

四
i
五
時
間
か
か
っ
て
消
化
さ
れ
栄

養
が
吸
収
さ
れ
ま
す
。

小
腸
で
吸
収
さ
れ
た
残
り
の
カ
ス

は
大
腸
に
送
り
込
ま
れ
、
大
腸
で
水

食
べ
も
の
は

二
十
四
時
間
で
終
点
へ

分
が
吸
収
さ
れ
固
め
ら
れ
て
便
に
な

り
ま
す
。

大
腸
で
十
時
間
以
上
も
時
間
が
か

か
る
の
は
、
肛
門
の
と
こ
ろ
に
一
定

量
の
カ
ス
が
た
ま
る
の
を
待
っ
て
排

泄
さ
れ
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

米
や
パ
ソ
な
ど
の
炭
水
化
物
は
三

時
間
、
脂
肪
は
六
時
間
く
ら
い
か
か
っ

て
胃
を
通
過
し
ま
す
。

食
事
し
て
四
時
間
く
ら
い
で
胃
の

中
は
空
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
だ
ら

だ
ら
食
べ
る
人
は
胃
の
力
を
弱
く
し

ま
す
。胃

の
弱
っ
て
い
る
時
は
、
油
類
を

一
度
に
多
く
食
べ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
理
由
は
胃
の
中
に
五
ー
六
時
間

も
滞
留
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

t石す。緊＿誓哀喜ぎ醤飛で 北 とたいがそ春小で う海途
孟四活方のに とは:宮；；；も 雁風呂 て［合芝g臣悶嬰麿手皐震悶
嬰臭翌ゎ‘賃tiぎttし： i ?可西浜あ うのの開薩しミ盆斎命齋 g酋°誓：烹編
嬰りなたるも ‘まで 、ノ函 側とつ奥の人小のれ途とっへまるか をだのりし話‘百-雁このネトのはた州でに枝人な中にて向でたら わ雁閃季
全

+‘たで雁科口がの地 ‘ノ津青 外すまでが雁で小いかきめ渡 かを語
喜音斎 tす0 名書ご烹脅繁ヽ iぇ軽森責蓋゜贔麿腐尼烹緊こつてにつ す供の
が喜農翌 旅?:と正；直悶喜閃；；；麿 畠信雰翌賛臀じ§誓；、； し、すつ

と養一

うるで
g冨、翌怠 盆？え雀鷹手畠讐應置主氣 こ［~唸点雙警手ご t 各贋 曇ぢ t
埜讐翠底 ¥す。斎貪房゜拿含信甕笠緊 ぎ、五そ、竺兵塁王喜て農塵 空tミ麿

――Noくれ四〉⑬

歳

時

記

二
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
に
鍛
え
ら
れ
て
、

私
は
と
て
も
た
く
ま
し
い
！

音
楽
が
流
れ
る
と
身
体
が
勝
手
に
動
い

ち
ゃ
う
の
で
、
つ
い
つ
い
踊
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
と
同
じ
に
し
た
く
て

泣
か
さ
れ
る
事
も
し
ば
し
ば
。
に
ぎ
や
か

な
毎
日
で
す
。

お父さん
邦直さん(33歳）

お母さん
初子さん(33歳）

西
永
夢
佳
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

平
成
2
年

5
月

3
日
生

1
歳

車
が
大
好
き
。
乗
物
を
み
る
と
、

笑
顔
に
変
わ
る
。
又
、
歌
が
大
好
き

で
童
謡
を
歌
う
と
、
楽
し
そ
う
に
、

拍
子
を
と
り
ま
す
。

早
く
お
兄
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
強
く

な
れ
る
と
い
い
な
あ
ー ＾ 

栗
木
博
文
く
ん
（
共
栄
）

平
成
2
年
4
月
8
日
生

1
歳
1
1
か
月

お父さん
実さん(36歳）

お母さん
敏子さん(31歳）

ヽ

----」
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（障害者の方のタクシー運賃割引について］

3月 1日から
身体障害者または、精神薄弱者の方が

タクシーに乗車される場合

運 賃が 1割引で
ご利用になれます。●割引を受けられる方

0身体障害者手帳または療育手帳の交付を受けているすべて

の方です。

0介護者については、障害者の方と同一区間を乗車される場

合に限り、割引が受けられます。

●利用方法

0 タクシーをご利用の際、身体障害者手帳または療育手帳を呈

示のうえ、「障害者タクシー運賃割引申込書」に所定の事項

を記入して、乗務員に提出してください。

（記入が困難な方は、乗務員にお申し出ください。）

0手帳の呈示のみで割引申込書の提出がない場合は、割引を受

けられませんので、ご注意ください。

●「障害者タクシー運賃割引申込書」は、

・県地方局保護課
•市町村役場福祉担当課
・身体障害者、精神薄弱者団体各事務局
•各タクシー会社
•愛媛県ハイヤー・タクシー協会に備えてあります。

障害者タクシー運賃割引申込書

乗車 日 平成 年 月 日

身体障害者手帳N( 県第 号療育

氏 名

メーター表示額 ¥ 

注1． 割引の適用は、身体障害者手帳又は療育手
帳の交付を受けている人が、単独又は介護人
と乗車区間を同ーにし、かつ、当該手帳を呈
示した場合に限ります。

2. 割引を適用する方は、本申込書に必要事項
を記入し、運賃支払の際、乗務員に提出して
下さい。

（記入が困難な方は乗務員に申し出て下さ
1,ヽ 。）

3. この割引は、タクシー運賃料金以外は対象
になりません。

発行者愛媛県ハイヤー・タクシー協会

障害者の方のタクシー運賃割引についてわからないことがありましたら、下記までお問い合わせください。

愛媛県ハイヤー・タクシー協会〔80899(41)7481〕または、最寄りのタクシー会社まで

世
界
中
で
イ
カ
を

一

番
よ
く
食
べ
る
の
は
、

日
本
人
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

イ
カ
に
は
い
ろ
い
ろ

な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

家
庭
料
理
に
使
わ
れ
る

の
は
ヤ
リ
イ
カ
、
ス
ミ

イ
カ
、
そ
し
て
「
す
る

め
」
の
材
料
に
す
る
ス
ル
メ
イ
カ
が

主
な
も
の
で
し
ょ
う
。
新
鮮
な
イ
カ

は
刺
身
に
し
て
も
、
焼
い
て
も
、
て／

 

ん
ぷ
ら
に
し
て
も
お
い

し
い
も
の
で
す
が
、
や
っ

か
い
な
の
は
皮
む
き
で

す

。

ヌ

ル

ヌ

ル

し

て

い

／

／

て

て

こ

ず

り

ま

す

。

共

J

イ

カ

の

皮

は

四

層

あ

す

J

り

ま

す

が

、

む

く

の

は

皮

上
層
の
表
皮
で
す
。
丁

0-ヵ

寧
に
む
く
と
き
は
、
そ

ィ

の
下
に
あ
る
薄
皮
も
取

り
ま
す
。

イ
カ
を
開
い
て
皮
を

む
く
の
で
す
が
、
俗
に

「
え
ん
ぺ
ら
」
と
い
わ
れ

る
三
角
の
帽
子
の
部
分
を
、
引
き
ち

ぎ
る
よ
う
に
し
て
胴
体
か
ら
は
が
し

ま
す
。
そ
の
と
き
、
胴
の
皮
が

一
緒

に
つ
い
て
ぎ
ま
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら

一
気
に
皮
を
む
き
ま
す
。
こ
の
と
き

滑
り
止
め
と
し
て
指
先
に
塩
を
つ
け

る
と
、
む
き
や
す
い
で
し
ょ
う
。

皮
が
残
っ
た
と
き
は
、
乾
い
た
ふ

き
ん
で
つ
ま
む
よ
う
に
し
て
む
き
取

り
ま
す
。
薄
皮
は
、
表
皮
の
厚
い
皮

を
む
い
た
後
、
ナ
イ
ロ
ソ
・
ネ
ッ
ト

暮らしの
ワンポイント

滑り止 に塩 つける

口
を
丸
め
て
こ
す
る
と
楽
に
取
れ
ま
す
。

特
に
、
て
ん
ぷ
ら
に
す
る
と
き
に
は
、

薄
皮
が
残
っ
て
い
る
と
油
が
飛
ん
で

困
り
ま
す
か
ら
、
丁
寧
に
取
っ
て
お

ぎ
ま
し
ょ
う
。

イ
カ
を
焼
く
と
き
、
ク
ル
ク
ル
と

丸
く
縮
ま
っ
て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
焼
く
前
に
、
イ
カ
の
表

と
裏
に
包
丁
で
切
れ
目
を
入
れ
る
の

が
丸
ま
ら
な
い
コ
ツ
で
す
が
、
適
当

に
入
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。イ

カ
の
皮
の
三
層
目
は
繊

維
が
横
に
、
四
層
目
は
縦
に

通
っ
て
い
ま
す
。
繊
維
に
必

ず
切
れ
目
が
入
る
よ
う
に
、

「
格
子
型
」
に
縦
と
横
の
二
方

向
か
ら
包
丁
を
入
れ
ま
す
。

こ
う
す
れ
ば
、
繊
維
が
切

れ
て
イ
カ
は
丸
ま
ら
ず
、
食

べ
や
す
く
な
り
ま
す
。
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ワラ舟を作るおとしよりのみなさん

昨
年
に
続
い
て
、
三
月
六
日
、
中

野
幼
稚
園
の
園
児
と
お
と
し
よ
り
約

八
十
人
が
、
鹿
野
川
橋
下
流
で
、

「
ひ
な
流
し
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
中
央
と
小
藪
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が
、

幼
稚
園
児
と

一
日
を
共
に
楽
し
み
た

い
と
言
う
主
旨
で
、
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
は
、
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
が

数
日
か
け
て
折
紙
で
お
か
ざ
り
を
作

り
、
又
、
男
性
は
、
菅
野
松
雄
さ
ん

の
指
導
で
、
ワ
ラ
舟
を
作
り
、
そ
れ

ぞ
れ
一
個
ず
つ
園
児
に
渡
し
ま
し
た
。

R
 -

＂
[
`
｀
い
三
→
/
〗

『
ひ
な
流
し
』
で
ふ
れ
あ
い

清

水

美

和

子

0

指
先
で
そ
っ
と
押
し
出
す
流
し
雛

0

水
底
に
色
紙
滲
む
流
し
雛

直
五

おばあちゃんと楽しい食事

そ
の
後
、
基
幹
集
落
セ
ソ
タ
ー

に

全
員
が
集
ま
り
、
お
と
し
よ
り
が
心

を
こ
め
て
作
っ
た
、
お
ひ
な
様
弁
当

を
楽
し
く
食
べ
ま
し
た
。

最
後
に
園
児
全
員
が
お
礼
に
、
お

ど
り
や
折
紙
で
作
っ
た
花
な
ど
を
一

人

一
人
に
渡
し
、
お
と
し
よ
り
を
喜

こ
ば
せ
ま
し
た
。

『お
と
し
よ
り
と
子
供
の
ふ
れ
あ

い
』
本
当
に
有
意
義
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

◎
下
鹿
野
川

◎

中

野

◎
大
屋
敷

◎

小

藪

曽

根

強

さ

ん

曽

根

靖

さ

ん

仲

清

武

さ

ん

中
居
善
信
さ
ん

ー
民
生
委
員
婦
人
部
ー

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
年
に
六

回
（
十
月
か
ら
三
月
ま
で
月
一
回
）
ひ

と
り
暮
ら
し
老
人
等
四
十
名
を
対
象

に
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま

す
が
、
去
る

二
月
十
五
日
に
、
民
生

委
員
の
婦
人
部
の
七
名
が
、
も
ち
米

等
を
持
ち
よ
り
、
朝
早
く
か
ら
創
作

館
に
お
い
て
「
お
は
ぎ
」
作
り
を
し
ま

し
た
。毎

年
、
年

一
回
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア

で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

業
者
に
委
託
し
て
い
る
弁
当
と
一

緒
に
、
昼
食
用
と
し
て
全
員
の
民
生

委
員
さ
ん
で
配
布
致
し
ま
し
た
。

次
の
方
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
、
温
か
い
ご
寄
付
を
頂
ぎ
ま
し
た
。

当
協
議
会
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

御
芳
志
の
お
礼

「
お
は
ぎ
」
作
っ
て

給
食
サ
ー
ビ
ス

第

一
巻

第
二
巻

第
三
巻

第
四
巻

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
た

び
ね
た
ぎ
り
老
人
等
の
介
護
用
の
ビ

デ
オ
の
貸
出
を
始
め
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。

利
用
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
社

協
事
務
所
（
創
作
館
）
で
視
聴
す
る
こ

と
も
で
ぎ
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
下

さ
い
。

0

お
と
し
よ
り
の
リ
ハ
ビ
リ

（
全
4
巻
）

リ
ハ
ビ
リ
の
基
本

起
き
あ
が
る
た
め
に

歩
く
た
め
に

器
具
の
活
用

介
護
用
ビ
デ
オ

(
V
H
S
)

の
貸
出
を
し
ま
す
。

婦人民生委員のみなさ ん

0

家
族
に
痴
呆
（ぽ
け
）が
お
こ

っ
た

時
第
二
巻

第

一
巻

第
八
巻

第第 、
七六
巻巻

第
五
巻

第
四
巻

第
三
巻

0

お
と
し
よ
り
の
介
護
（
全
8
巻
）

第

一
巻
ね
た
き
り
老
人
の
ね
ま
き

と
シ
ー
ツ
の
と
り
か
え

ね
た
ぎ
り
老
人
の
排
せ
つ

の
世
話

ね
た
き
り
老
人
の
身
休
の

ふ
ぎ
方

ね
た
き
り
老
人
の
洗
髪
と

マ
ッ
サ
ー
ジ

ね
た
き
り
老
人
の
食
事
の

工
夫

福
祉
機
器
の
利
用

痴
呆
性
老
人
の
診
断
法
と

接
し
方

痴
呆
性
老
人
の
問
題
行
動

と
予
防
の
て
だ
て

0

痴
呆
性
老
人
の
家
庭
介
護

（全
2
巻）

痴
呆
の
理
解
と
支
援
サ
ー

ビ
ス

家
庭
介
護
の
実
際

(
1
巻）

0

在
宅
介
護
を
は
じ
め
る
た
め
に

ー
ね
た
き
り
を
ふ
せ
ぐ
ー

(
1
巻）

0

や
さ
し
さ
の
ま
ち
が
好
き

0

お
元
気
で
す
か

ー
豊
か
な
経
験
を
安
全
運
転
ヘ
ー

0

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
住
ま
い
の
工
夫

0

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

0

高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

0

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

第
二
巻
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二
月
―
―
十
五
日
農

林
会
館
二
階
会
議
室

に
お
い
て
肱
川
町
・

神
戸
市
場
・
経
済
連
・

普
及
所
他
多
数
の
来

賓
の
方
々
の
ご
臨
席

を
頂
き
、
平
成
――一
年

度
ぎ
ゅ
う
り
部
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し

こ
。

t
 平

成
三
年
度
は
、

面
積
的
に
は
昨
年
を

若
干
下
回
り
ま
し
た
が
、
販
売
金
額

に
つ
い
て
は
、
九
、
八
八
六
万
円
と

念
願
の
一
億
円
が
目
前
と
な
り
ま
し

こ。t
 昨

年
は
、
五
・
六
月
の
著
し
い
日

照
不
足
•
長
雨
、
九
月
の
台
風
等
気

象
的
に
厳
し
い
年
で
し
た
が
、
各
生

産
者
の
こ
ま
め
な
管
理
に
よ
り
品
質
・

収
量
共
に
前
年
を
上
回
る
好
成
績
と

な
り
ま
し
た
。

特
に
昨
年
は
県
の
事
業
で
導
入
し

た
施
設
を
中
心
に
ハ
ウ
ス
栽
培
が
本

肱川農協きゅ
l

つ り生産実績

平成 2年 平成 3年 前年対比

ハウス半促成 15 4 27 

面
卜 ソネル 200 105 53 

夏 165 213 129 

秋 196 142 73 

ハウス 抑制 4 70 1,750 
積

合 計 580 534 92 

生産量（トソ） 303 339 111 

販売金額（千円） 76,814 98,856 129 

平均単価（円） 254 291 115 

生産者戸数 48 47 98 

秀 品 率（％） 49 53 108 

10 a当り収量(kg) 5,217 6,355 122 

10a当り販売針領（千円） 1,324 1,852 133 

格
的
に
作
付
け
さ
れ
、
台
風
の
被
害

も
ほ
と
ん
ど
受
け
る
こ
と
も
な
く
順

調
な
成
績
が
挙
が
り
ま
し
た
。

近
年
野
菜
の
消
費
動
向
は
、
高
品

質
化
、
個
性
化
、
簡
便
化
等
鮮
度
を

重
視
し
た

一
層
の
多
様
化
が
進
行
し

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
場
か
ら

は
、
計
画
出
荷
・
継
続
出
荷
と
特
に

数
量
の
確
保
の
要
望
が
強
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
生
産
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
難
等
作
付
け
面
積
の
減
少
が
続

い
て
お
り
、
今
後
き
ゅ
う
り
も
不
足

気
味
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
肱
川
農
協
き
ゅ

う
り
部
会
に
お
い
て
も
、
高
品
質
・

安
定
出
荷
の
で
き
る
銘
柄
産
地
を
目

指
し
、
組
織
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
泰

平
成
四
年
度
は
個
別
面
積
の
拡
大
・

ハ
ウ
ス
の
増
反
・
灌
水
施
設
の
導
入
・

土
づ
く
り
等
を
重
点
に
秀
品
率
．
単

収
の
向
上
を
目
指
し
事
業
を
推
進
し
、

四
年
度
こ
そ

一
億
円
の
突
破
を
実
現

さ
せ
よ
う
と
意
思
統

一
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
記
念

講
演
で
は
、
住
友
化
学
株
式
会
社
技

術
顧
問
重
松
喜
昭
先
生
よ
り
「
肱

川
町
に
お
け
る
キ
ュ
ウ
リ
の
作
型
と

主
要
病
害
虫
防
除
の
要
点
」
と
題
し

講
演
を
受
け
、
技
術
的
な
勉
強
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
を
行
い
新
し
い

体
制
で
平
成
四
年
度
の
活
動
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

部

会

長

兵

頭

副
部
会
長
（
中
央
支
部
長
）

谷
田

達
行

な
お
平
成
三
年
度
の
優
秀
農
家
の

表
彰
を
行
い
、
以
下
の
方
々
が
各
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

肱

川

町

長

賞

兵

頭

達

行

農

協

組

合

長

賞

宇

和

川

支

部

神

戸

中

央

青

果

賞

沖

猶

幸

部

会

長

賞

谷

田

通

泰

努

力

賞

亀

田

元

市

努

力

賞

椎

野

都

夫

努

力

賞

岡

春

雄

努

力

賞

兵

頭

節

子

努

力

賞

石

田

保

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩

谷

支

部

長

竹

森

高

幸

宇

和

川

支

部

長

坪

田

宗

典

大

谷

支

部

長

森

繁

夫

予

子

林

支

部

長

今

井

輝

雄
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県 表彰と受賞

全ア『一4~5e........，9
（県農協連にて）

字
山
坦

a
B国
起
図
辺
国

去
る

二
月
二
十
六
日
県
農
協
会
館

で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
三
年
度
愛
媛

県
良
質
米
共
励
会
」
表
彰
式
に
お
い

て
、
中
野
生
産
集
団
（
代
表
者
曽
根

和
儀
氏
）
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
集
団
の
部

で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

同
共
励
会
は
、
銘
柄
米
産
地
の
育

成
を
推
進
す
る
た
め
、
生
産
技
術
お

よ
び
収
量
・
品
質
向
上
の
面
か
ら
他

の
模
範
と
な
る
農
家
、
集
団
を
た
た

え
、
そ
の
意
識
発
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
愛
媛
県
米
麦
改
良
協
会
が
主

催
と
な
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す。
肱
川
農
協
に
お
い
て
は
、
近
年
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
良
質
米
の
生
産

が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
表
彰

さ
れ
た
中
野
地
区
に
お
い
て
は
、
水

稲
栽
培
者
全
員
が
集
団
で
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
中
心
に
早
期
米
を
作
付
け
さ
れ
、

数
回
の
研
修
会
の

開
催
、
溝
切
り
の

徹
底
、

一
斉
防
除

等
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
、
収
量
も
平

均
八
俵
を
上
回
る

成
績
を
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
実

績
が
高
く
評
価
さ

れ
今
回
優
秀
賞
の

受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
本
年
も
全
員

早
期
米
の
作
付
け

を
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
「
収
量
・

品
質
共
に
前
年
を

上
回
る
様
が
ん
ば

る
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
す
ま

す
中
野
生
産
集
団

の
発
展
を
祈
念
し

ま
す
。

肱
川
農
協
農
機
具
セ
ソ
タ
ー
で
は
、

例
年
シ
ー
ズ
ソ
前
に
行
っ
て
お
り
ま

．
す
刈
払
機
、
動
力
散
粉
機
等
の

2
サ

イ
ク
ル
エ
ソ
ジ
ソ
の

一
斉
点
検
を
今

年
も
次
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

尚
、
点
検
は
無
料
で
す
が
、
部
品
・

修
理
工
賃
は
頂
ぎ
ま
す
。

最
寄
り
の
会
場
ま
で
持
ち
込
ん
で

点
検
を
受
け
て
下
さ
い
。

◎

日

程

四
月
六
日
（
月
）

予
子
林
事
業
所
で
午
前
九
時
［

午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

小
倉
部
落
で
午
後
一
時
ー

午
後
二
時
ま
で

中
津
集
会
所
で
午
後
二
時
三
十
分

？
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

四
月
七
日
（
火
）

岩
谷
小
。
フ
ー
ル
横
で
午
前
九
時
［

午
前
十
時
三
十
分
ま
で

下
嵯
峨
谷
集
会
所
で
午
前
十
一
時

ー
午
後
二
時
三
十
分
ま
で

中
敷
水
集
会
所
で
午
後
三
時
ー

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

四
月
八
日
（
水
）

月
野
尾
集
会
所
で
午
前
九
時
ー

午
前
十
時
ま
で

農
機
具
セ
ソ
タ
ー
で

午
前
十
時
三
十
分
ー
正
午
ま
で

小
藪
集
会
所
で
午
後
一
時
ー

午
後
三
時
ま
で

上
中
野
集
会
所
で
午
後
三
時

三
十
分
ー
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

四
月
九
日
（
木
）

大
平
橋
、
森
集
会
所
で
午
前
九
時

ー
午
前
十
時
三
十
分
ま
で

大
谷
事
業
所
で
午
前
十
一
時
ー

午
後
三
時
ま
で

白
石
集
会
所
で
午
後
三
時
三
十
分

ー
午
後
四
時
―
―
―
十
分
ま
で

四
月
十
日
（
金
）

汗
生
集
会
所
、
宇
和
川
事
業
所
で

午
前
九
時
ー
午
前
十
時
三
十
分
ま
で

正
山
小
登
口
で
午
前
十

一
時
ー
正

午
ま
で

中
居
谷
集
会
所
で
午
後
一
時
ー

竃コ・·~ 賃

〔
2

サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
点
検
に
つ
い
て
〗

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

嘉
城
集
会
所
、
道
野
尾
集
会
所
で

午
後
三
時
？
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
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図、 1 短期二段林施業
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二

複
層
林

・
ニ
段
林
・
多
段
林
と
似

た
よ
う
な
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
が
、

よ
う
は
、
人
工
更
新
に
よ
り
、
林
層

が
二
つ
以
上
あ
る
森
林
を
こ
こ
で
は

複
層
林
と
い
う
こ
と
で
話
し
て
い
き

ま
す
。我

が
国
の
よ
う
に
森
林
面
積
が
少

な
く
、
伐
採
す
る
ま
で
長
期
に
渡
る

林
業
で
は
色
々
問
題
的
も
あ
り
ま
す

け
ど
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
は
、

大
い
に
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
複
層
林
と
い
っ
て
も
色
々

あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
る
と
次

の
三
つ
に
な
り
ま
す
。

①
短
期
二
段
林
施
業
（図
ー）

も
っ
と
も
一
般
的
な
タ
イ
プ
で

長
伐
期
多
間
伐
施
業
に
お
い
て
最

後
の
間
伐
直
後
に
林
内
に
苗
木
を

植
栽
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

口二段林時代の

樹冠投彩図

〇上木

：：‘;下木

図 2 長期二段林施業

ロ
巳塁こ『嘉〗

u 

二

成
立
し
て
い
た
雑
木
の
低
木
を
伐

り
、
地
ご
し
ら
え
を
行
う
。
地
ご

し
ら
え
は
皆
伐
更
新
よ
り
は
簡
単

で
す
。

②
長
期
二
段
林
施
業
（
図
2
)

先
の
短
期
二
段
林
施
業
と
次
の

連
続
層
林
の
中
間
に
当
た
る
も
の

で
す
。
短
期
二
段
林
施
業
と
の
明

白
な
違
い
は
、
短
期
二
段
林
施
業

が
更
新
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
、
長
期
二
段
林
施
業
は

複
層
林
の
形
を
長
く
維
持
す
る
も

の
で
、
下
木
が
あ
っ
て
も
上
木
を

間
伐
し
て
い
る
森
林
で
す
。

③
連
続
層
林
（
図
3
)

も
っ
と
も
階
層
の
減
っ
た
時
で

も
二
層
以
上
の
階
層
の
あ
る
森
林

で
、
そ
の
最
も
発
達
し
た
も
の
は

択
伐
林
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。

主
に
以
上
の

三
つ
で

す
が
、

一
番
行
い
や
す

い
短
期
二
段
林
施
業
あ

た
り
を
行
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

複
層
林
施
業
を
勧
め

つ
い
で
に
、
長
を
あ
げ

て
み
ま
す
と
次
の
と
お

り
で
す
。

0

収
入
を
得
な
が
ら
森

づ
く
り
が
で
き
る
。

0

木
は
自
分
の
た
め
に

使
っ
て
も
、
山
は
子

や
孫
の
た
め
に
残
し

て
お
け
る
。

0
作
業
の
平
準
化
・
省

力
化
（
例
：
災
天
下

の
苛
酷
な
下
刈
り
作

業
か
ら
の
解
放
）
が

図
れ
る
。

0

価
値
の
高
い
木
が
生
産
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
の
様
に
良
い

こ
と
ば
か
り
で

な
く
、
い
く
つ

か
の
短
所
も
あ

り
ま
す
。

0

下
木
を
傷
め

な
い
よ
う
に

伐
出
す
る
に

は
手
間
が
か

か
り
コ
ス
ト

高
に
な
る
。

0

下
木
は
樹
高

に
対
す
る
直

？ 植栽木

傘低這広即町煩

'゚I tt木穎

表ー1 ●複層林施業を行う場合、次のような作業が補助対象となります。
----- -

（補助の対象）

径
が
小
さ
く
、
冠
雪
害
に

対
し
て
弱
い
。

複
層
林
に
は
長
所
、
短
所

と
色
々
あ
り
ま
す
が
、
長
い

目
で
み
な
い
と
い
け
な
い
林

業
だ
か
ら
こ
そ
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
最
後
に
造
林
や

間
伐
の
よ
う
に
複
層
林
施
業

も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
参
考
ま
で
に
表

一
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

林
業
改
良
指
導
員

渡
邊
晋
輔

り伐
い

ム固

きぬ

|
 

伐光受

樹下植栽等

保育

疇林1芦路

下層木の植栽・育成等の障害となる林木の枝葉の除去

樹下への苗木の植栽、種子の播付け、不良木の淘汰等

下刈、雪起こし、気象災害等による倒木起こし（指定被害地

造林）、除・間伐

複層林を造成・整備するたぬ長期間継続して使用される作

業路の開設

（補助金額の
算出方法］

， 植栽木

中低木陪広葉樹類

v 互本類

た
込

ニニーロ[[

林層続連3
 

図
戸醗等

の内容 ］ 

下層木の植栽・育成等の障害となる林木の伐倒 ・除去、巻枯

らし等、あばれ木等の伐倒 ・除去、巻枯らし等

補助金額＝標準経費x査定係数／100x補助率4/10（国3/10十県l/lO)

補助区分 査定係数 裾枷9業を行うことができる者

団地共同森林施業計画造林

保安林等造林

指定被害地造林 140 森林所有者

松くい虫被害地緊急造林 森林組合

一般造林事業 分収林造林 生産森林組合

計画造林
森林祖合連合会

被害地造林
120 森林整備法人等

普通造林 80 

団地共同森林施業計画造林 地方公共団体

保安林等造林 170 森林組合

森林総合整備事業 分収林造林 生産森林組合

言廿画造林 150 森林整備法人

普通造林 110 林業（造林）公社

※詳しくは、 県、森林組合などにこ相談下さい。
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企画・後援

肱川農業協同組合

TE L34-2321 

■トラピスチヌ修道院
湯の川温泉の東約4kmの高台にあり、
トラピスト会の女子修道院。明治31年
フラソスから 8人の修道女が来て、孤
児院を開設したのが始まり 。戒律は厳
格で、祈りと賛美歌のとき意外は沈黙
を守る。院内製造のバター、クッキー
は名高い。

北一

；海

遥

へ
の
旅

秋
の
函
館． 
洞
爺
湖． 
札
幌

4
日
間

年末の貯金推進時にもご案内申し上げ一

応平成 4年 1月31日までとしておりました

が、もう少し余裕が有りますので 4月30日

までに電話でもかまいませんから申し込み

下さい。先着順で受け付けします。．よろ し

くお願い申し上げます。

〇旅行実施日平成4年9月2日（水）～

9月5日（土）予定

0 行程 3泊 4日

〇募集人員 80名（最少催行人員35名）

〇旅行代金概算132,000円（肱川起点）

〇申込金 10,000円（旅費に充当）

0 参加方法定期積金又は現金

貯 金 種 類 毎月の掛金 期 問

定期積金 10,000円 15ヶ月
定期稼金 12,000円 12ヶ月
定期稼金 20,000円 12ヶ月
満期時点で精算いたします。

〇申込締切日乎成 4年 4月30日（金）

〇旅行代金に全行程中の食事、宿泊、交通、

含まれるもの入場料、観光料、しおり、主

催旅行保険1,000万円付保、

ショー代、 写真代、飲物少々

0 その他添乗員同行

く北海道のみどころ〉

■五稜郭公園

江戸幕府がロシアの南下政策に対応し
て箱館奉行に造らせた城の跡。蘭学者
武田斐三郎の設計で、洋式築城として
日本最初のもの。その形が五稜の星形
をしているところから五稜郭とよばれ
た。

■昭和新山

昭和18年12月28日夕刻、突然地震があ
り、地割れとともに麦畑や松林が隆起、
数百回の爆発をくり返して、 2年後畑
地は50mも押しあげられ、．昭和新山が
できあがった。

■函館山

標高334m、市街地の最南端にあり、
津軽海峡に突き出している。元町から
山頂までロープウェイで 5分。ここか
らの夜景は、ナボリ、香港と並んで世
界三大夜景の一つといわれる。

■洞爺湖

室蘭本線洞爺湖駅の東北 7kmの地に
湖がある。アイヌ語で トウは湖、ヤは
丘、したがって湖の丘の意味である。

■白老ポロト湖アイヌコタン
白老のアイヌコタ‘ノは、以前は国道沿
いに位置していたが、昭和40年、ポロ
卜湖畔に移った。アイヌ民俗の正しい
生活風俗を保存し、見せる目的で造ら
れたもので、 3軒のチセ（笹の家）が完
全に復元されている。

秋の北海道・道南 4日間行程表

日時 期日（曜） 行 程 宿泊

第
9 I 2 

キ キ

肱川 松山AP 東京 函館AP 市内観光 湯の川 △ 
日 （水） （函館山夜景）

第
9 I 3 

9.00 9 50 ll : 45 14 00 17 • oo 

湯の川 ＝大沼公園 長万部 昭和新山 洞爺湖遊覧船＝祠爺湖 △ 
日 （木） 10 40 （食）1245 14 40 

第
9 I 4 洞爺湖一ー~ オロフレ 白老ポロトコタソ 支笏湖 札幌市内観光 札幌 △ 

日 （金） 霜昴夜勁込 （夕食ピール園）

第
9 I 5 

四 札幌 札幌AP 東京AP 松山AP 肱川

日 （土） 11: 30頃

日程は部合により変更される場合があります
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r--•-----------------------,．----------------•------------------•、！ 

！―-攣囀....~旦□ i 
！ 優良材生産は直材づくりから．I ！ 
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．/ i ! --~-~. -. --- I 
！ 平成4年 2月17日 1 肱川町森林組合乾椎茸相場表 I I 
！ 県森連市況 1 ．市 売日 ••平成 4 年 2 月 18 日 ！ ！ 大洲木市より （単位吋当り ：円） ！ 
！ 1. 販売数最 ••100 ケース l,539.7kg I 
！ 長さ末口径

ス ギ ヒノキマツ l. 平 均 単 価 3,960円 ！ 
直 曲 が り 直 曲 が り 直

その他
！ 1. 銘柄別単価 ！ 
l 

7 cm下本 421 本 330本 578本 320 松パルプ
8 cm上本 462本 415本 788本 533 末口 7 cm 

銘 柄単 価比率％銘柄単 価比率％ I 
! 4 m l3 cm J: 23,700 -43,800 -18叫 20,000長さ 1.8m 大 厚 8, 390 2 特 用 大 葉 3,590 2 ! 
I I ll 8 cm上21,ooo I -144. ooo I -124cm上25,000

9,500円 ／m'
中 厚 7,200 I 3 特用中葉 4,690 I 41 I 

! 24 cm上22000 -60,000 - ClD上35,000
! 7 cm下本 300本 220本 333本 220 雑パルフ． 小 厚 5, 130 7 特用小葉 4, 360 6 ! 

8 cm上本 320本 320本 344 本 32° 羹旦 7cm 大ウス 4, 330 5 大 パレ 3, 120 , ！ 
! ll cm上13,800 17,000 1.8m ! 3 m 14,000円 ／m' 中ウス 5, 660 4 中 パ レ 3, 870 

I 3 cm上 24,500I -144,000 I -118cm上18,IXXI
! 18 cm上 19,500 - 40,500 - an上20,000 中小ウス 5, 390 5 小パレ 3, 160 : ! 
！ 

． ！  
24 cm J:119,000 叫 ，」、ウス 4,640 I 6 変形 3,950 

j I I~ cm下本 147本 一本 147本 一
7 I I 

バリ材! 2 m 8 cm上本 160本 本 160本 ー （松・杉・桧） ，ジャミウス 2,790 7 色 落 ウ ス 2, 500 4 』!
1-6 cm上iz,oool ・ -122,0001 ・・ -113cm上 末口 3~ 7 cm 冬

i 
30 cm J: 

! ' 長さ 2.om 、大 一色悪 2,400 8 ! 
叫 冬 ーー里 ！ 

13 cm上 28,700I 178,800 
中 子 1,310I s 

! 6 m 18 cm上24,600 68,100 冬小 ーーその他 ー ！ 
！ 特選

I 
267,000 

！ 足 場 1m当たり 70円～ 160円 本 130円 1概要秋子、晩秋子が主体なので、全般にやや弱保合で推移した。 ！ i 大lil:出荷の為全般に弱保合。杉中月材（末□20cm~26ClD)4m材は、売れ行きが悪 し、 これから椎茸の需要期に入り、合わせて寒子、春子主体になっ
ャ

備考ので直材又は、小曲がり材は、 6m造材をしまし ょう。 3月10日よりバルプの買 い てくるので市況も期待できると思われる。 ！ 
取り単価が、従来14,700円／m'が14,000円／nl'になりました。 ！ 

し―----=-----------------------------J

脱退 時金

例．

※別表参！

の 計算方法

昭和 7年生まれの者

`~ 
月

゜
（
 

年

゜
降以月ー年4

 
成平、_

J

¥

I

-

E
 

,\̀ (‘~ 

＼
 

数
）

月
月

召
5

済

80

付

cl

納
年

料

15

険保

(B)昭和50年1月
56年12月まで

（り）昭和57年1月～
61年12月まで

6年 (72月）

4年 (48月）

））昭和62年1月～
平成3年12月まで

2年 (24月）

(A) 

(B) 

(C) 

(D) 

(E) 

200,000x喜五＝40,000

440,000X ~=176,000 
180 

605,000X ~=161,300 
180 

629,000 X ~ = 83, 900 
180 

゜

（注）1．計算の途中で端数が生じ

た時は、 50円未満は切り

捨て。

50円以上は100円単位に

切り上げ、する事。

2．脱退一時金をもらう権利

があるにもかかわらず、

請求していない（請求も

れ）がみうけられます。

十 分注意して下さい。

3. 『制度と実務』 Pl35~1

38に詳しく載っています。

合 計

(A)+ (B) + (C) + (D) + (E) 

| 461,200円 I

I v 
脱 退一時金の額

農
稟
畜
年
査

[Eより

ー
脱
退

一
時

金

に

つ

い

て

ー

ま

せ

ん

。

農
業
者
年
金
を
、
資
格
喪
失
（
脱
退
）
し
た
場
合
、
脱
退

一
時
金
の
請
求
権
は
、
最
後
の
資
格
喪
失

そ
の
者
の
保
険
料
納
付
済
月
数
が
3
年
以
上
あ
り
、
年
月
日
か
ら

5
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り

か
つ
年
金
受
給
資
格
に
満
た
な
い
時
は
、
脱
退

一

消
滅
し
ま
す
。
法
改
正
で
、

5
年
以
内
の
厚
生
年

時

金

の

請

求

が

で

き

ま

す

。

金

期

間

を

カ

ラ

期

間

と

し

て

算

入

で

ぎ

る

よ

う

に

※
年
金
受
給
資
格
（
た
と
え
ば
、

S
7
年
生
ま
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
資
格
喪
失
（
脱
退
）
し
た
者

れ
の
者
は

17
年
以
上
）
を
滴
た
す
者
が
脱
退
し
た
に
つ
い
て
は
、
脱
退

一
時
金
を
も
ら
う
の
か
、
そ

場
合
は
、
経
営
移
譲
す
れ
ば
経
営
移
譲
年
金
が
、
れ
と
も
、
今
後
カ
ラ
期
間
を
活
か
し
、
年
金
に
つ

も
し
、
経
営
移
譲
で
ぎ
な
く
と
も
農
業
者
老
齢
年
な
げ
る
の
か
、
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

金
が
支
給
さ
れ
る
の
で
、

脱
退

一
時
金
は
も
ら
え
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半
促
成
き
ゅ
う
り
保
温
、
灌
水
、

追
肥
の
ポ
イ
ン
ト

苗
の
定
植
か
ら
活
着
ま
で
の
数
日
間
は
ハ
ウ

ス
内
に
白
く
モ
ヤ
が
張
る
位
の
高
湿
多
湿
で
管

理
し
ま
す
。
こ
れ
は
日
中
湿
度
二
十
八
？
三
十

度
の
高
湿
管
理
に
よ
っ
て
発
根
と
活
着
を
促
進

し
、
湿
度
を
高
く
保
つ
こ
と
で
葉
の
萎
れ
や
高

湿
障
害
を
防
ぎ
ま
す
。
従
っ
て
こ
の
時
期
に
灌

水
を
行
う
場
合
は
で
き
る
だ
け
地
湿
を
下
げ
な

い
よ
う
に
、
晴
天
日
の
午
前
中
に
株
元
へ
少
量

手
灌
水
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
換
気
作
業
は
ハ

ウ
ス
内
の
漏
度
が
二
十
八
？
三
十
度
ま
で
上
昇

し
て
、
さ
ら
に
高
温
と
な
る
場
合
に
少
し
換
気

を
す
る
程
度
と
し
ま
す
。

そ
の
後
、
親
つ
る
の
本
葉
七
枚
位
ま
で
は
葉

を
萎
れ
さ
せ
な
い
程
度
の
手
灌
水
で
地
湿
の
確

保
に
努
め
、
高
目
の
湿
度
管
理
を
継
続
し
ま
す
。

但
し
、
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
が
高
い
と
茎
葉
の
生

育
が
軟
弱
と
な
る
た
め
、
早
朝
換
気
に
よ
っ
て

ハ
ウ
ス
内
の
モ
ヤ
抜
き
を
行
い
、
灌
水
や
農
薬

散
布
に
よ
っ
て
湿
度
が
高
く
な
り
や
す
い
場
合

は
や
や
強
目
に
換
気
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
ハ

ウ
ス
内
の
保
湿
と
換
気
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
に
ぎ

め
細
か
な
配
慮
が
必
要
で
す
。
尚
、
日
中
換
気

を
行
っ
て
い
る
場
合
は
早
目
に
ハ
ウ
ス
を
閉
め

て
最
低
夜
温
十
一
＿一度
以
上
を
目
標
に
夜
間
保
湿

に
努
め
て
下
さ
い
。

親
づ
る
の
本
葉
七
枚
か
ら
十
三
枚
（
収
穫
を

予
定
し
て
い
る
一
番
果
の
開
花
期
）
の
頃
は
き
ゅ

う
り
の
自
力
を
養
う
時
期
で
す
。
湿
度
や
湿
度

の
管
理
は
そ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
灌

水
は
葉
に
軽
い
萎
れ
が
見
え
れ
ば
少
し
水
を
与

え
る
程
度
ま
で
控
え
ま
す
。
自
力
で
育
成
で
ぎ

る
強
い
根
群
と
引
き
締
ま
っ
た
茎
葉
が
生
産
力

の
高
い
株
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

親
づ
る
の
収
穫
が
始
ま
る
頃
に
な
れ
ば
追
肥

を
開
始
し
ま
す
。
雌
花
の
付
ぎ
が
多
い
場
合
に

は
や
や
早
め
か
ら
灌
水
と
共
に
追
い
込
み
、
雌

花
の
少
な
い
場
合
は
茎
葉
が
繁
茂
し
な
い
よ
う

に
草
勢
を
見
な
が
ら
加
減
し
ま
す
。

そ
の
後
、
側
枝
下
位
節
の
収
穫
が
始
ま
る
頃

ま
で
の
期
間
は
、
急
激
に
果
実
が
成
り
込
み
、

一
方
根
群
は
ま
だ
充
分
に
張
り
込
ん
で
い
な
い

た
め
、
き
ゅ
う
り
の
体
力
が
最
も
消
耗
し
や
す

い
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
肥
切
れ

や
水
切
れ
を
出
せ
ば
尻
太
果
が
多
発
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
草
勢
が
落
ち
て
く
れ
ば
三
？
四

日
間
隔
で
追
肥
と
灌
水
を
追
い
込
み
絶
対
に
肥

切
れ
や
水
切
れ
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
し
て
側
枝
の
収
穫
期
以
降
は
新
し
い
側
枝
の

出
方
等
を
見
な
が
ら
定
期
的
な
追
肥
と
灌
水
を

行
い
、
摘
芯
や
摘
葉
と
併
せ
て
最
後
ま
で
安
定

し
た
草
勢
の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
皆
川
啓
夫
）

◎
水
稲
「
ひ
め
の
ま
い
」
の
特
性

「
ひ
め
の
ま
い
」
は
、
平
成
一
＿
一
年
度
に
県
の
水

稲
奨
励
品
種
と
し
て
採
用
さ
れ
、
平
成
四
年
度

か
ら
県
下
で
四0
0
~，
り
で
栽
滓
に
取
り
組
ま
れ

る
新
し
い
品
種
で
す
。

最
近
の
良
食
味
米
に
対
す
る
消
費
者
ブ
ー
ム

の
中
で
、
よ
り
良
品
で
良
食
味
の
中
生
品
種
が

要
望
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

「
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
」
と
「
松
山
三
井
」
を
人
工
交
配

⑬
＠
霙
）

0
接
ぎ
木

一
、
接
ぎ
木
の
時
期

果
樹
の
種
類
に
よ
っ
て
多
少
時
期
が
違
う
が
、

栗
や
柿
、
ゆ
ず
等
で
は
芽
が
少
し
動
ぎ
始
め
た

三
月
下
旬
？
四
月
が
適
期
で
あ
る
。

二
、
接
ぎ
木
の
方
法

こ
の
時
期
の
接
ぎ
木
は
、
切
り
接
ぎ
、
高
接

ぎ
が
一
般
的
で
あ
る
。
な
お
栗
で
は
、
樹
皮
が

は
が
れ
や
す
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
は
ぎ
接
ぎ
が

簡
単
で
活
着
も
よ
い
。
（
図
1
)
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ゞ

さ
せ
た
も
の
が
「
ひ
め
の
ま
い
」
で
す
。

品
種
特
性
は
、
中
生
の
従
来
栽
培
さ
れ
て
い

る
「
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
」
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、

①
出
穂
期
は
五
日
程
度
遅
く
、
成
熟
期
は
同
程

度
か
ら
や
や
遅
い
。

②
秤
長
は
十
三
Cm

程
度
短
く
、
倒
伏
に
対
す
る

抵
抗
性
が
強
い
。

③
穂
長
は
二
Cm
程
度
短
め
で
、
穂
数
は
同
程
度

で
あ
る
。

④
玄
米
の
千
粒
重
は
二
十
二

g
程
度
で
、
収
量

も
同
程
度
で
あ
る
。

⑤
品
質
は
よ
く
、
心
白
や
腹
白
は
極
く
少
な
い
。

⑥
脱
粒
性
は
や
や
易
で
あ
る
。

栽
培
上
の
注
意
と
し
て
、
短
秤
で
耐
倒
伏
性

は
高
い
が
、
良
食
味
の
特
性
を
保
持
す
る
た
め

に
、
施
肥
量
は
「
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
」
な
み
と
し
、

過
度
の
施
肥
を
避
け
る
。
ま
た
、
脱
粒
し
や
す

い
の
で
コ
ン
バ
イ
ン
収
穫
は
問
題
な
い
が
、
バ

イ
ン
ダ
ー
刈
り
稲
架
干
し
で
は
丁
寧
に
扱
う
。

肱
川
農
協
で
四
年
度
の
試
験
用
と
し
て
種
子

を
確
保
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
試
験
希
望
者
は

農
協
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

山
田
和
弘
）

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
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穂
木
は
、
品
質
や
結
実
の
良
好
な
固
か
ら
採

穂
す
る
。

接
ぎ
穂
は
、
穂
木
の
先
端
や
太
す
ぎ
る
基
部

は
さ
げ
、
中
心
部
の
充
実
し
た
部
分
を
用
い
る
。

接
ぎ
木
の
手
順
は
図
2
の
通
り
で
あ
る
が
、

次
の
点
に
注
意
す
る
。

①
切
り
口
が
滑
ら
か
で
あ
る
。

②
必
ず
形
成
層
を
合
わ
せ
る
。

③
台
木
と
穂
木
の
接
着
面
に
す
ぎ
間
が
な
い
。

④
穂
木
が
動
い
た
り
し
な
い
よ
う
に
台
木
に
し
つ

か
り
と
し
ば
る
。

木質部

形成層

[ 7二ご‘目：：
れ、樹皮をはがす。）

図 1 はぎ接ぎ

4
月
1
日
（
（
水
）
岩
谷
方
面
集
配

4
月
2
日
（
木
）
大
谷
方
面
集
配

4
月
7
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面
集
配

4
月
8
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面
集
配

4
月
9
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面
集
配

4
月
14
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面
集
配

4
月
15
日
（
水
）
岩
谷
方
面
集
配

4
月
16
日
（
木
）
大
谷
方
面
集
配

4
月
21
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面
集
配

4
月
22
日
（
水
）
中
津
・
予
子
林
方
面
集
配

4
月
23
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面
集
配

4
月
27
日
（
月
）
岩
谷
方
面
集
配
(29
日
祭

日
の
た
め
）

4
月
28
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面
集
配

4
月
30
日
（
木
）
大
谷
方
面
集
配

4
月
醤
油
配
達
予
定
表

4
月
3
日
（
金
）
大
谷
方
面

4
月
10
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

4
月
17
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

4
月
24
日
（
金
）
予
子
林
方
面

4
月
L
P
G
配
達
予
定
日

2
日
（
木
）
大
屋
敷
・
大
平

4
日
（
土
）
上

石
丸
・
師
走
野
・
下
小
藪
・
中
野

8
日

（
水
）
藤
野
原
•
町
・
瓜
生
谷
1
0日
（
金
）

八
重
栗
・
上
森
山
・
正
山

13
日
（
月
）
久

保
・
広
常

15
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

17
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

18
旦
土
）
広
常
・
影
地

20
日
（
月
）
森
・

肱
栄
・
硯
・
久
下
・
樋
野
ロ
・
上
汗
生

22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪
・
中
小
藪

25

日
（
士
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・
道
野
尾
・

赤
岩

27
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

28

日
（
火
）
下
敷
水
・
中
敷
水
・
上
敷
水
・
菟

野
尾



0。8。⑲ 懲 認疇 (14)

文
化
協
会
、
商
工
会
、
公
民
館
主
催

に
よ
る
第
九
回
文
化
講
演
会
を

二
月
三

日
、
俳
優
の
岡
本
富
士
太
さ
ん
を
迎
え

て
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
子
供
た
ち
は
今
」
と
題
し
て
の
、
講

演
の
要
旨
を
次
に
紹
介
し
ま
す
。

r--------

' '  
' '  

講：
， 
， 
， ， 
＇ ， ， 
＇ ＇ ， ， ， 
， 
， 
l 
， 
， 
， 
， 
， 
， 

，旨：
''  
し—- ------

中
学
生
日
記
を
や
り
始
め
て
、

三
年

に
な
る
。
子
ど
も
達
は
、
皆
素
人
。
と
っ

て
も
真
面
目
な
子
も
い
れ
ば
、
不
真
面

目
な
子
も
い
る
。
非
常
に
都
会
型
の
子

ど
も
も
い
れ
ば
、
海
辺
の
子
ど
も
、
山

演

要
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間
部
の
子
ど
も
も
い
る
。
そ
う
い
う
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
し
た
ク
ラ
ス
を
つ
く
る
。

そ
う
す
る
と
、
そ
の
中
か
ら
、

い
ろ
ん

な
人
間
模
様
が
見
え
て
く
る
。

心
に
残
っ
て
い
る
す
て
き
な
詩
が
あ

る。

止
ま
っ
て
い
た
時
計

大
人
の
心
の
時
計
は
、
止
ま
っ
た
ま

ま
に
な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
気
づ
か
ず
、
直
そ
う
と
も
し

な
い
で
、
毎
日
を
呑
気
に
、
尊
大
に

生
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う

一
度
、
心
に
油
を
さ
し
て
、

ネ
ジ
を
ま
い
て
、
ま
た
、
素
直
に
動

く
よ
う
に
直
し
た
ら
、

講演
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

オ
レ
は
、
先
生
に
力
い
っ
ぱ
い

ト
レ
ー
ト
を
投
げ
た
。

で
も
、
先
生
は
、
先
生
は

そ
れ
に
気
が
つ
か
な
い
。

心
が
か
た
い
。
石
だ
。
鉄

だ
。
大
人
は
ず
る
い
。
大

人
は
、
都
合
の
い
い
せ
ん

て
い
バ
サ
ミ
を
も
っ
て
い

る。大
人
の
せ
ん
て
い
バ
サ
ミ

で、オ
レ
の
心
を
刈
り
込
ん
で

く
る
。

オ
レ
の
投
げ
た
ボ
ー
ル
を

投
げ
か
え
し
て
く
れ
な
い
。

オ
レ
の
ボ
ー
ル
は
、
ど
こ

か
へ
い
っ
ち
ゃ
っ
た
。

大
切
な
オ
レ
の
ボ
ー
ル
（

を さ れ る 岡本富士太さ ん

い
つ
か
オ
レ
も
大
人
に
な

る。大
人
の
ル
ー
ル
の
社
会
に

入
る
。

ス

も
っ
と
も
っ
と
、
子
ど
も
の
心
が
、

そ
し
て
、
自
分
自
身
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

詩
人
で
も
な
ん
で
も
な
い
、
ご
く
普

通
の
男
の
子
が
、
こ
う
い
う
こ
と
を
感

じ
た
。
一
生
に
一
回
、
中
学
生
日
記
に

で
る
ん
だ
か
ら
、
あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に

し
て
ほ
し
く
な
い
。
本
当
の
こ
と
を
し

て
ほ
し
い
。
非
常
に
、
直
接
的
な
詩
を

書
い
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
―
つ
書
い
た
。

オ
レ
も
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
―

．
 
．
 

．
 

な

く

な

る

。

"

．
 
．
 

心
が
見
え
な
く
な
る
。
~

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

心
豊
か
な
大
人
に
な
る
。

．
 

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
で
き
る
大
人
に
~

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

な
る
。

．
 

．
 

素
直
な
大
人
に
な
り
た
い
。
~

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

こ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
の
り
~

．
 

こ
え
や
っ
と
脚
本
が
で
ぎ
た
の
で
、
塾

i

．
 

の
先
生
に
見
せ
た
。
そ
し
た
ら
、
や
め
~．
 
．
 

ろ
と
言
わ
れ
た
。
そ
し
た
ら
、
も
う
い
~

．
 
．
 

．
 

や
に
な
っ
た
。
延
々
、
時
問
か
け
、
お
5

．
 

金
か
け
頑
張
っ
た
の
に
、
そ
の
作
品
は
~．
 
．
 

結
局
ボ
ツ
に
な
っ
た
。
彼
も
僕
も
、
す
~．
 
．
 

．
 

ご
く
残
念
に
思
っ
た
。
彼
は
、
で
き
な
~

．
 
．
 

．
 

く
て
本
当
に
泣
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
＂

．
 

彼
の
中
で
思
い
出
に
な
っ
た
の
か
。
そ
~

の
作
品
を
す
る
こ
と
で
、
彼
は
何
を
や

i

．
 

• 
．
 

り
た
か
っ
た
の
か
。
何
を
決
別
し
た
か
っ
~．

 

た
の
か
。
何
を
完
結
し
た
か
っ
た
の
か
。
~．
 
．
 

一
歩
前
進
し
た
か
っ
た
の
か
、
お
ふ
く
~．
 

ろ
へ
の
、
ま
た
別
れ
た
お
や
じ
へ
の
メ
ッ

i

．
 
．
 

セ
ー
ジ
な
の
か
。
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
＂

．
 
．
 

が
、
そ
こ
ま
で
は
、
ふ
み
込
め
な
い
ゆ
~

．
 
．
 

え
に
、
た
だ
た
だ
残
念
に
思
っ
た
。
~

．
 
．
 
．
 

．
 
．
 

・．
 
．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

聞
き
上
手
に
な
ろ
う

．
 
．
 
．
 

最
近
は
、
だ
ん
だ
ん
と
、
子
ど
も
の
~

．
 
．
 

数
も
少
な
く
な
り
、
ど
う
し
て
も
手
の
~．
 

か
け
す
ぎ
に
な
る
。
幼
稚
園
や
小
学
校
~

．
 

• 

の
頃
は
、
手
の
か
け
す
ぎ
。
中
学
生
や
~．

 

高
校
生
は
勉
強
の
し
す
ぎ
、
大
学
生
に
~

．
 

な
る
と
遊
び
す
ぎ
。
社
会
人
に
な
る
と
~

働
き
す
ぎ
で
、
年
寄
り
に
な
る
と
暇
の

i

K 

中
野
小
学
校
の
三
階
建

て
の
鉄
筋
校
舎
に
続
い
て
、

正
山
小
学
校
の
木
造
校
舎
、

そ
し
て
こ
の
三
月
、
い
よ

い
よ
大
谷
小
学
校
が
完
成

す
る
そ
う
だ
。

正
山
小
学
校
に
続
い
て
、

.
|
_
L

大
谷
小
学
校
も
日
本
人
好

み
の
日
本
の
風
土
に
あ
っ
た
木
造
建
築

か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
な
ん
と
な
ん
と

鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
で
、
お
ま
け
に
十

何
角
形
か
の
円
形
に
近
い
建
物
と
か
。

生
ま
れ
て
以
来
、
方
形
の
中
で
し
か

生
活
を
し
た
こ
と
の
な
い
私
に
は
、
子

供
た
ち
の
教
室
は
？
職
員
室
は
？
ト
イ

レ
は
？
丸
の
中
に
無
駄
の
無
い
よ
う
に

長
方
形
や
正
方
形
を
と
る
の
は
難
し
い
、

う
ま
く
い
く
の
か
心
配
だ
。

私
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
が

大
き
ら
い
で
あ
る
。
あ
の
足
元
か
ら
ぞ

く
ぞ
く
と
冷
え
て
く
る
冷
た
さ
は
、
温

か
い
教
育
の
場
に
は
、
最
も
相
応
し
く

な
い
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
っ
、
木
造
に
は
磨
け
ば
光
る

良
さ
が
あ
る
。
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
の

校
舎
は
モ
ッ
プ
で
サ
サ
ッ
と
こ
す
る
だ

け
、
雑
巾
を
ゆ
す
ぎ
、
ご
し
ご
し
床
を

磨
く
。
教
育
に
お
け
る
大
切
な
も
の
が

そ
こ
に
は
無
い
の
で
あ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
せ
よ
木
造
に
せ
よ
、

学
校
は
そ
の
地
域
の
中
心
で
有
る
。
存

在
す
る
間
は
余
り
感
じ
な
い
が
、
無
く

な
っ
て
み
て
、
そ
の
存
在
価
値
の
大
き

さ
が
分
か
る
も
の
と
か
。
無
く
さ
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
…
…
。
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も
て
あ
ま
し
す
ぎ
だ
。
本
当
に
日
本
人

の
五
す
ぎ
と
言
え
る
。
何
こ
ど
も
す
ぎ

て
は
い
け
な
い
。
手
も
口
も
出
し
す
ぎ

て
は
い
な
い
か
。
問
い
つ
め
上
手
、
お

し
ゃ
べ
り
上
手
に
な
っ
て
は
い
な
い
か
。

子
ど
も
は
、
だ
ん
だ
ん
と
行
動
範
囲

も
広
く
な
り
、
交
友
関
係
も
変
わ
っ
て

く
る
。
い
ろ
ん
な
情
報
が
い
っ
ば
い
は

い
っ
て
く
る
。

言
い
た
い
こ
と
だ
け
言

っ

て
た
っ
て
、
相
手
の

言
う
こ
と
も
聞
か

な
け
れ
ば
、
聞
い
て
く
れ
な
く
な
る
。

だ
ん
だ
ん
し
ゃ
べ
ら
な
く
な
る
。
な
ん

で
も
か
ん
で
も
話
し
合
っ
て
い
る
親
子

も
気
持
ち
悪
い
が
、
大
事
な
時
に
話
せ

な
い
親
だ
と
ま
ず
い
。
言
い
た
い
こ
と

を
少
し
お
さ
え
て
、
相
手
の
こ
と
を
、

少
し
聞
い
て
あ
げ
る
。
そ
う
す
る
と
、

世
界
が
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

子
ど
も
の
見
る
目
が
、
も
し
か
し
た
ら

も
う
少
し
違
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

し
、
子
ど
も
の
親
を
見
る
目
も
違
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
。
子
ど
も
と
一
緒

に
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

部
分
は
、
や
っ
ぱ
り
、
相
手
の
こ
と
を

聞
い
て
や
ら
な
い
と
し
ょ
う
が
な
い
。

当
然
、
怒
る
べ
き
と

こ
ろ
、

言
う
べ
き

と
こ
ろ
は
言
わ
な
い
と
い
け
な
い
が
、

そ
れ
以
外
に
、
本
当
に
悩
ん
で
い
る
学

校
の
こ
と
だ
と
か
、
友
だ
ち
の
こ
と
だ

と
か
、
将
来
の
こ
と
だ
と
か
、
聞
い
て

や
る
だ
け
の
度
量
と
、
聞
い
て
や
る
だ

け
の
心
の
ゆ
と
り
み
た
い
な
も
の
を
も
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
子
ど
も
が
、

投
げ
か
け
て
き
た
も
の
は
、
し
っ
か
り

と
受
け
と
め
、
し
っ
か
り
と
投
げ
返
し

て
や
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
。
魅
力
あ

る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
う
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
、
す
て
き

な
人
た
ち
に
出
会
っ
た
。
援
助
団
体
、

海
外
青
年
協
力
隊
の
下
で
、
大
学
生
や

高
校
生
た
ち
が
、
稲
作
の
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
。
旅
費
は
、
半
分
自
分

で
出
し
て
、
食
べ
る
物
も
、
本
当
に
質

素
で
、
そ
れ
で
も

一
生
懸
命
教
え
て
い

る
。
そ
の
土
地
の
人
と
日
本
人
と
が
作
っ

た
米
が
、

一
面
黄
金
色
に
。
そ
れ
を
見

る
と
、
日
本
人
も
、
ま
だ
ま
だ
す
て
た

も
の
じ
ゃ
な
い
な
と
惑
じ
る
。
本
当
に

さ
わ
や
か
な
感
動
を
受
け
た
。

パ
。
フ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
、
ジ
ャ
ソ

グ
ル
の
中
に
、
日
本
の
戦
闘
機
が
、
落

ち
て
い
る
。
戦
闘
機
が
あ
っ
て
戦
車
も

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
。
誰
が
考
え
た
の

か
、
高
校
生
や
、
大
学
生
た
ち
は
、
そ

れ
を
鉄
片
に
し
て
と
っ
て
く
る
。
そ
れ

で
、
す
き
や
く
わ
を
作
っ
て
い
る
。

一

人
、
一
個
か

二
個
以
上
作
っ
て
そ
の
国

の
た
め
に
お
い
て
帰
る
。
戦
争
の
残
が

い
で
あ
る
日
本
の
ゼ
ロ
戦
や
戦
車
の
鉄

片
で
、
す
き
や
く
わ
を
つ
く
っ
て
お
い

て
帰
る
こ
と
が
、
ど
う
い
う
意
味
を
も

つ
の
か
。
彼
ら
が
、
大
人
に
な
っ
た
と

き
に
、
本
当
に
考
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

今
は
い
い
。
高
校
生
な
ど
は
、
よ
く
わ

か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
っ
と
大

人
に
な
っ
た
時
に
、
高
校
生
の
時
に
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
生
き
て
く
れ
れ
ば

い
い
。
と
い
う
こ
と
に
感
動
し
た
。

こ
こ
で
の
稲
作
は
、
種
を
ま
い
て
か

ら
四
か
月
で
収
穫
で
き
る
。
土
壊
も
あ
っ

て
い
る
。
地
球
に
や
さ
し
く
と
い
う
こ

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
大
人
に

と
で
、
農
薬
も
少
な
く
し
て
い
る
。
反

面
、
裏
側
に
ま
わ
る
と
、
原
木
を
切
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
日
本
人
も
い
る
。

山
は
、
ず
ー
っ
と
は
だ
か
に
な
っ
て
い

る
。
稲
作
を
し
て
い
る
自
分
た
ち
。
原

木
を
切
っ
て
い
る
日
本
。
だ
け
ど
、

一

概
に
、
ど
ち
ら
が
良
い
、
悪
い
と
い
え

な
い
と
い
う
こ
と
を
、
彼
等
は
学
ん
だ

よ
う
だ
。
だ
か
ら
、
片
一
方
だ
け
見
て
、

良
い
と
か
悪
い
と
か
で
は
な
く
、
ち
ゃ

ん
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
大
人
に
な
り

た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
子
供
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、

P

T
A
が
と
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
と
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
ね

実践発表に対しての意見交換（肱）1|中体育館で）
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岡
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士
太
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俳
優
）

i

昭
和
2
1年
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
舞
~

i

台
、
テ
レ
ビ
、
映
画
な
ど
で
活
躍
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~
中
の
ベ
テ
ラ
ソ
俳
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演
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集
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~
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円
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N
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生
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術
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生
役
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大
好
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。
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●
芸
歴
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舞
台
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シ
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ザ
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ペ
ス
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i
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画
「
刑
事
物
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」
「
誘
拐
報
道
」
他
~

i
T
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メ
ソ

•
7
5」
「
独
眼
竜
政
宗
」
一
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「
中
学
生
日
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他
多
数

i
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9
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
＇」

ら
い
に
、

町
P
T
A
連
合
会
研
修
会
が
、

―
―月
二
十
七
日
、
肱
川
中
学
校
を
会
場

に
会
員
約
一
五

0
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
究
委
蝸

P
T
A
は
肱
川

中

P
T
A
で
、
「
澄
み
き
っ
た
惑
性
の

心
豊
か
な
子
供
を
育
て
る

P
T
A
活
動
」

ー
体
験
学
習
に
お
け
る
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
を
と
お
し
て
ー
を
テ
ー
マ

に
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
①
肱
川
中
校
則
の
見
直
し
に

つ
い
て
②
炭
焼
き
（
炭
窯
つ
き
・
木
炭

つ
く
り
）
体
験
学
習
に
つ
い
て
③
肱
川

町
「
む
か
し
話
」
の
採
話
活
動
に
つ
い
て

④
肱
川
中
教
師
集
団
に
よ
る
同
和
教
育

資
料
「
雲
」
の
作
成
（

地
域
素
材
の
教
材

化
）
と
り
く
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
麗
澤
大
学
教
授
ギ
ャ
ビ

ソ
・
バ
ソ
ト
ッ
ク
先
生
か
ら
「
本
当
の

教
育
と
は
」
と
題
し
て
講
演
（
通
訳
京
子

夫
人
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
が
大
学
で
教
え
子
を
見
て
感
じ

て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
良
い
学
生
と

は
頭
が
よ
い
、
わ
る
い
で
は
な
く
て
困

難
を
い
か
に
克
服
し
て
き
た
か
。
き
び

し
い
家
庭
環
境
で
ど
う
育
て
ら
れ
て
き

た
か
。
何
に
で
も
挑
戦
し
よ
う
と
す
る

チ
ャ
レ
ソ
ジ
精
神
を
も
っ
て
い
る
か
で

あ
る
。
日
本
の
教
育
は
過
保
護
の
教
育

で
は
な
い
か
。
も
っ
と
き
び
し
い
指
導

を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
、
教
育
の
本

質
に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

>[

氏、

9
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こ
の
頃
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
に
ぎ
わ
す

事
件
に
は
暗
い
も
の
が
目
に
つ
ぎ
ま
す
。

汚
職
・
殺
人
・
誘
拐
等
々
。
特
に
殺
人

で
は
、
保
険
金
目
当
て
に
父
親
が
我
が

子
を
殺
し
た
事
件
、
姉
が
妹
を
う
ら
や

ん
で
死
し
た
事
件
、
金
目
当
て
に
一
家

四
人
を
殺
し
た
事
件
な
ど
、
悲
惨
な
事

件
が
多
過
ぎ
ま
す
。
自
分
の
都
合
だ
け

”
で
、
こ
ん
な
に
も
簡
単
に
人
が
殺
せ
る

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
も
、
は

ず
み
や
過
失
で
な
く
、
計
画
的
に
。

あ
る
日
突
然
、
生
き
る
権
利
が
奪
わ

れ
る
殺
人
、
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い
人
権
無

視
は
な
い
で
し
ょ
う
。

学
校
で
は
、
全
教
育
活
動
の
中
で
人

権
尊
重
の
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。
国

語
・
社
会
・
体
育
な
ど
の
教
科
や
道
徳

の
時
問
お
よ
び
特
別
活
動
の
時
間
で
は
、

自
分
や
他
人
の
生
命
を
大
切
に
す
る
こ

と
、
誰
に
対
し
て
も
公
平
・
公
正
に
ふ

る
ま
う
こ
と
、
思
い
や
り
の

心
を
も

っ

て
人
に
接
す
る
こ
と
、
仲
間
ど
う
し
助

け
合
い
協
力
す
る
こ
と
な
ど
に
視
点
を

当
て
、
教
材
に
合
わ
せ
た
指
導
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
正
山
小
学
校
で
は
、

「
生
き
生
き
と
表
現
す
る
子
供
の
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
国
語
科
を
中
心
に
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

国
語
の
学
習
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
自
分
の
言
い

た
い
事
を
は
っ
き
り
言
え
る
児
童
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

の
た
め
に
「
人
の
話
は
静
か
に
聞
く
こ

と
」
「
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
は
、
は
っ

き
り
言
う

こ
と
」
を
基
本
に
考
え
て
い

ま
す
。

研
究
を
進
め
て
行
く
う
ち
に
、
次
の

よ
う
な
事
の
書
い
て
あ
る
本
に
出
合
い

ま
し
た
。

国
語
学
習
の
基
本
的
態
度
は

一
、
人
の
話
は
静
か
に
聞
け
。

一
、
自
分
が
言
う
べ
き
と
き
は
、
は
っ

き
り
言
え
。

の
二
項
目
だ
。

「
人
の
話
を
静
か
に
聞
く
」
と
い
う
こ

と
は
、
話
す
相
手
を
人
格
と
し
て
尊
重

し
て
い
る
か
ら
、
だ
ま
っ
て
聞
く
の
で

あ
り
、
相
手
を
人
格
と
し
て
認
め
る
こ

と
は
、
自
分
も
同
じ
人
格
で
あ
る
と
い

う
自
覚
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

「
自
分
が
言
う
べ
ぎ
と
き
は
、
は
っ

き
り

言
う
」
こ
と
は
、
逆
に
自
分
も
人

格
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
自
分

で
考
え
、
自
分
で
決
断
し
、
自
分
で
実

行
し
、
自
分
で
責
任
を
と
る
と
い
う
、

こ
の
人
格
は
、
当
然
言
う
べ
き
と
き
は

堂
々

と
自
分
の
考
え
を
言
う
は
ず
で
あ

る
。
た
と
え
、
結
果
が
誤
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
、
自
ら
の
人
格
の
表

現
で
あ
り
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
自
ら

紅
梅
の
花
を
終
へ
た
る
息
づ
か
ひ

松
森
向
陽
子

春
立
つ
や
少
年
大
人
じ
み
て
ゆ
く

亀

田

美

登

早
春
や
馬
の
背
に
日
の
柔
ら
か
く

岩

城

節

子

梅
の
香
の
満
つ
参
道
の
苗
木
店

佐
藤
美
江
子

年
の
豆
十
づ
つ
積
み
て
数
へ
け
り

大
野
紗
夜
子

薪
と
る
足
元
に
す
み
れ
咲
き
に
け
り

宇
都
宮
ミ
チ
子

長

い

長
風
呂
の
母
を
気
づ
か
う
孫
の
声永

秋 雄E

意

外

か
ら
か
っ
た
は
ず
が
意
外
に
真
に
ふ
れ

木

寸

置
ぎ
忘
れ
何
時
も
意
外
な
場
所
に
あ
る

養

子

手
を
焼
い
た
末
っ
子
農
を
継
ぐ
と
言
う

末

末

忘
年
会
意
外
な
人
の
か
く
し
芸

n1 
禾

◎
◎
石
楠
花

登
代
子

初
詣
で
幸
運
願
う
顔
ば
か
り

僅豆直団

新
し
い
運
へ
大
き
な
し
め
飾
り

頓

子
ヽ

運
そ
ば
に
夢
を
た
く
し
て
除
夜
の
鐘

明

徳

つ
り
は
し

c
R
 

運

一
秒
で
幸
運
不
運
分
け
る
事
故

フ
ジ
ェ

「人の話を聞く」

正山小学校

の
責
任
に
お
い
て
処
理
す
る
態
度
を
も

つ。
こ
の
文
章
に
出
合
っ
て
、
実
際
の
学

習
の
場
面
で
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な

態
度
と
精
神
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、
人
権
尊
重
の
教
育
は
、
そ
こ
に
視

点
を
当
て
て
指
導
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
我
々
教
師
を
含
め
た
大
人
が
、

何
が
基
本
な
の
か
を
し
っ
か
り
押
さ
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、

日
常
の
生
活
の
中
に
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
に
も
気
づ
き
ま
し
た
。

今
、

P
T
A
の
発
行
物
に
、
「
子
ど

も
の
話
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
す
か
。
」

と
い
う
シ
ー
ル
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
も

一
人
の
人
格
と
し
て
認
め
ら

れ
、
そ
の
心
の
内
を
充
分
に
聞
い
て
も

ら
え
て
い
れ
ば
、
殺
人
を
犯
す
よ
う
な

人
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

凛
と
し
て
寮
母
濶
歩
の
冬
廊
下

清
水
美
和
子

佐伯

臨 (16)

惇之

い
い
こ
と
よ
水
仙
菜
の
花
梅
の
花

桑

原

淑

子

梅
真
白
長
寿
の
母
よ
健
や
か
に

山
内
さ
か
え

耕
う
ん
機
凍
土
み
る
ま
に
ほ
ぐ
し
ゅ
く

緒

本

喜

子

ぉ
ち
ょ
ぼ
口
し
た
踊
り
子
の
足
袋
す
べ

る

籐
高
エ
ミ
カ

長
過
ぎ
る
風
呂
に
一
声
か
け
て
み
る

光

恵

病
院
の
廊
下
で
過
ご
す
長
い
夜

ス
エ
コ

新
購
入
図
書
案
内

貴
花
田
光
司
素
顔
の
青
春

貴
花
田
番
記
者
グ
ル
ー
プ
編

出

雲

か

ら

の

挑

戦

岩

國

哲

人

橋
の
な
い
川
（

一
？

六

）

住

井

す

ゑ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
基
礎
か
ら
応
用

山
本
か
の
子

病
院
の
検
査
が
わ
か
る
検
査
の
手
引
き

安

藤

幸

夫

他

図

書

紹

介

手
づ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

細

野

宏

太

郎

著

あ
の
焼
き
た
て
の
こ
う
ば
し
い
魅
力

的
な
香
り
と
、
あ
た
た
か
で
ふ
わ
ふ
わ

の
感
触
を
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
パ
ソ
屋
さ
ん

が
書
い
た
本
で
す
。

図
や
カ
ラ
ー
写
真
が
た
く
さ
ん
入
っ

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
コ
ッ

と
ワ
ザ
が
載
っ
て
い
ま
す
の

で
、
初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
焼
け
そ

う
で
す
。
生
地
こ
ね
た
り
、
た
た
い
た

り
、
思
い
思
い
の
形
に
作
る
楽
し
み
。

愛
情
を
込
め
て
作
れ
ば
、
き
っ
と
お
い

し
い
あ
な
た
の
パ
ン
が
焼
き
上
が
る
は

ず
で
す
。

ぜ
ひ
、
読
ん
で
パ
ン
作
り
に
挑
戦
し

て
み
て
下
さ
い
。

「
パ
ン
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地図とコンパスを持って元気にスタ ー ト

町
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
し

た
『
わ
ん
ば
く
学
級
』
を

二
月

二
十―――

日
（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
最
後
の
わ
ん
ば
く
学
級
は
、

宇
和
町
の
愛
媛
県
オ
リ
エ
ソ
テ
ー
リ
ソ

グ
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
二
十

四
名
（
男
十
一
名
、
女
十
三
名
）
が
出
場

し
ま
し
た
。

さ
て
、
結
果
は
？
と
言
い
ま
す
と
。

は
じ
め
て
の
土
地
（
道
な
き
道
ば
か
り

の
山
奥
で
あ
る
）
で
一
枚
の
白
地
図
と

町
内
か
る
た
大
会
（
文
化
協
会
・
公

民
館
共
催
）
を
二
月

二
十
五
日
午
前
十

町
内
か
る
た
大
会

を

開

催

わ

ん

ぱ

く

学

級

g

ォ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

一

県

大

会

に

参

加

コ
ソ
バ
ス
で
各
ポ
イ
ソ

ト
を
探
し
て
い

．．．． 

く
の
は
、
わ
ん
ば
く
た
ち
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
日
、
風
邪
を
ひ
い
て
欠
席
し
た
わ

ん
ば
く
の
皆
さ
ん
ー
・
治
り
ま
し
た
か
？

今
年
度
、
皆
さ
ん
が
経
験
し
た
色
々
な

わ
ん
ば
く
で
今
年
の
風
邪
を
吹
き
飛
ば

．
 

し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
新
し
い
風

（
風
邪
で
は
な
い
）
を
お
こ
し
ま
し
ょ
う
。

来
年
は
中
学
生
で

F
i
g
h
t
1
.

か る た大会 団 体戦

時
か
ら
町
公
民
館
和
室
で
開
催
し
ま
し

こ。t
 優

雅
な
朗
詠
と
素
早
い
動
き
の
中
で

団
体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ
れ
、
当
日
の

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

0

団
体
戦

優
勝
大
谷

B

（
竹
本
小
平
•
竹
本

ア
サ
コ
・
沖
野
緑
）

準
優
勝
予
子
林
（
伊
藤
ス
エ
コ
・
浅

松
竹
子
・
松
江
茂
美
）

0

個
人
戦

優

勝

沖

野

緑

二

位

竹
本
小
平

三

位

浅

松

竹

子

0
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
戦

優

勝

竹

本

小

平

「
勤
め
を
辞
め
て
農
業
を
や
る
か

ら
二
人
て
頑
張
ろ
う
。
」
こ
の
言
葉

を
信
じ
主
人
に
連
れ
そ
い
、

二
十
余

年
の
月
日
が
流
れ
た
。
今
思
う
と
あ

の
頃
は
本
当
に
若
か
っ
た
。
希
望
に

胸
ふ
く
ら
ま
せ
幸
せ

一
ば
い
の
毎
日

/／[/ 

>
[[[Oも

そ
の
一
人
と
し

て
祝
っ
て
頂
い
た
。

子
供
が
一
＿
十
歳
に
な
っ
た
の
だ
か
ら

年
を
取
る
の
も
も
っ
と
も
だ
と
思
う
。

こ
の

一――
月
に
は
長
女
も
高
校
を
卒

業
し
一
社
会
人
と
し
て
羽
ば
た
こ
う

と
し
て
い
る
。
進
学
で
な
く
就
職
の

道
を
選
ん
だ
娘
。
学
生
生
活
と
は
違

い
、
苦
労
も
絶
え
な
い
事
だ
ろ
う
。

か
つ
て
、
私
も
遠
い
地
で
働
い
た

経
験
が
あ
る
。
中
学
校
を
卒
業
し
た

： ；戸〗 9 晨〗 1 し［こ1 ；：：ぷ恵 1 璽羞0 9 〗：息彦言星
み て 気 さ ょすな た就学通持の供<‘

るねをんし、つらまこが人家幸がしつ 言旅かにつ強で ら ・ 職 問 り つ 気 が れ 実

: 0 付‘眠かなでの控小にい増ず日日葉立りも と をは
すすのだて持旅た家

:'-け おりりいま子え学はなしつが 一 をつ頑めんし学
‘ る 道 と 知 ち 立 ° の

・。-‘勤に 疲 。 だ が て 生 ‘ 事 てさ迫日贈娘張げなて
教かを思るがつ 両

人まめつれ主ま巣いのもに来みつとりにつず苦欲
ベ科ら進う親有時 親

は な書とむ°の難‘は
そだ御 い 人だ立る息う我るして旅たこてしししいの 言 人

て い し
恩く改 何

っし苦て 、 は 頑 つ ° 子 ー が°さ少立。の二つみ；勉上つも 巳思め か
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月

．肱川町防災の日

• しゃくなげまつり俳句大会

・心配ごと相談

・行政相談

• 町内各小学校（幼稚園）入学式

・大洲高校肱川分校入学式

．肱川中学校入学式

・農業委員会

•しゃくなげまつりテニス大会

II : ・凡人未来塾露店市

3 /29~4 /29 しゃくなげまつり

の
テ呼

行 事 予 定 表

ー

5
 4

 

月

6 • 20 

6
 
8
 

，
 ，
 
10 

12 

4 /6 ~4 /15 

13 

19 

中旬

” 
21 

21 

25 • 26 
26 

30 

•お神楽（中野三嶋神社）

•特別町民のつどい

・正副分団長会

•特別町民「風のパッケージ」発送

・定例部落長会

・献血

・エ ビネラソ展示会

．のびのびウォーク

・税金等出張受入

春の交通安全運動

4月の日曜・祝日当直医 救 急 病 院

日 当 直 医 電 話

5日
町 田 医 院 43-0211 

（ 内 子 町 ） 

（日） 安（大 逹洲 市医中 町 ）
院 24-2535 

12日
成 田 医 院 47-0061 

（ 内 子 町 ） 

（日） 城 p 眼 科 医 院 24 - 3008 
（大沙Ii市末広町）

19日
土 居 外 科 医 院 44-5521 

（五 十 崎 町）

（日） 藤 本 外 科 医 院 24-2310 
（大洲市中町）

26日
松 浦 医 院 44-2776 

（五 十 賑｝ 町）

（日） 村 上 内 科 医 院 23 - 3500 
（大洲市北只）

29日
藤 本 医 院 44-2561 

（五 十 陥f 町）

（水） 大 野 内 科 医 院 24-6800 
（大洲市片原町）

曜日 病 院 名 電 話

月・火 大、洲市立病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

木～日 大洲I中 央病院 24-4551 

▽
日

時

◎
幼
児
教
室

◎
ム
シ
歯
予
防
教
室

ロ
午
前
9
時
30
分

午

前

10
時

4
月

13
日
（
月
）
一
保
建
七
ン
タ
ー

◎
不
用
犬
回
収
日

4
月
14
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

日

程

場

所

時

間

一
午
前
9
時
30
分

？
午
後
1
時

4
月
10
日（
金）
一
保
建
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

日。
C
I四

◎
4
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

4
月
1
5
日
（水）

（出
す
の
は

4
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
の

越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・
中

野
（
篠
谷
・
滝
山
）
・
上
森
山
・
八
重

栗▽

日

時

4
月
21
日
（火）

午
前
9
時
30
分

1
午
後
3
時

▽

場

所

保

健

セ
ソ
タ
ー

画
.
ご
璽
函
璽

◎
心
配
ご
と
相
談

▽
時

間

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

冒
◎
行
政
相
談

▽

日

時

4

月

6
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分

i
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

6

三
四
ー
ニ
五
0
八

訂

正

と

お

わ

び

※変更になる場合がありますので前もって連絡 してか らお出かけ
下さい。

,--------------------------, 
：正12治 増 前

し月 22田月
：て 26年ョ号
：お日 8 リの
：わ-月さ肱
，びの
！ぃ誤日

5 ん川

：たり-
の 町

＇ は生長： しでへ年寿
；まし明月番
，す た治付:'o 。 日24;::'._表
： 訂年明の--------------------------

◎

献

血

あ

ん

な

こ

と

こ

ん

な

こ

と

久藤大月
野屋野

保原敷尾

末
光
さ
ん
(89
歳

大

和

小

藪
上
森
山

沖
野
公
生
さ
ん

二
女

由

紀

ち

ゃ

ん

道
田
和
弘
さ
ん

二

女

麻

衣

ち

ゃ

ん

北

本

隆

志
さ
ん

二

男

泰

賀

ち

ゃ

ん

合

＊

＊

＊

＊

＊

＊
 

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

合＊
 

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

I

*

 

＊
 

＊
 

＊

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

*

 

小

藪

萬

岡

下
鹿
野
川

兵
頭
ヤ
ヱ
子
さ
ん
(71
歳）

冨
氷
ミ
ノ
ル

さ
ん

(
90
歳
）

仲

シ

ゲ

子

さ

ん
(
51
歳）

山
崎

榮
さ
ん

(
80
歳）

永
田
禰
――一
次
さ
ん
(84
歳）

地
域
で
の
行
事
や
、
ほ
ほ
え

ま
し
い
出
来
事
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

お
伺
い
し
て
取
材
し
、
広
報

や
放
送
で
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

電
話
で
結
構
で
す
。

6
-
――四
ー
ニ―
―ニ

―

役
場
広
報
統
計
係
ま
で
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